英語表現Ⅱ　検討の観点と教科書の内容
教科書名：Vision Quest English ExpressionⅡ（61 啓林館　英Ⅱ 307）
	
	検討の観点
	教科書の内容

	指導要領への対応
	＊ 積極的に英語を使ってみようという意欲を育てる工夫がなされているか。

＊ 自己表現の機会が設けられているか。
＊「聞くこと・読むこと」と「話すこと・書くこと」が有機的につながる工夫がなされているか。
＊ 論理的思考を養う機会が与えられているか。
＊ 発表の仕方や討論のルールについて学ぶ機会が設けられているか。 
＊ 英語での授業を想定している箇所はあるか。
	○ 各レッスンにおいて，生徒にとって身近な，様々なトピックについて表現する機会が設けられている。
○ 各レッスンの最後に生徒自身が文章を作成するタスクとして GOAL!が設定されている。

○ Activity for Communicationでは，ストーリーテリング，ロールプレイ，数の聞き取り，ブログの作成，グラフの読み取りなど，４技能が有機的につながる工夫がされている。

○ Part 2 でパラグラフの構成について扱われており，論理的な文章作成能力を養うことができる。
○ Part 3では，プレゼンテーション，ディスカッション，ディベートについて丁寧な解説と演習が設けられており，発表や討論について詳しく学ぶことができる。
○ Activity for Communicationの問題指示文はすべて英語となっており，英語で授業が行える。

	学習内容と分量
	＊ 基礎力を養う配慮がなされているか。
＊ 応用力を養う配慮がなされているか。

＊ 文法学習についての配慮はなされているか。
＊ 文法学習を発信活動につなげているか。
＊ 分量は適切か。
	○ Study PointsおよびExpressionsには，英語表現Ⅰで学んだ学習事項も多数含まれており，英語表現Ⅰの復習をしながら，新たな文法事項・表現も併せて学習することができる。
○ Exercisesで和文英訳問題が５題扱われており，応用力が身に付く構成になっている。
○ Study Points は文法項目別の配列となっており，文法学習が行いやすい。Exercisesでは十分な量の演習問題が確保されている。
○ Part 1は「主語を決める」「動詞を決める」などのセクションから成り，英文を作る際の発想と手順がそのままレッスンの順になっており，英作活動につなげられる。GOAL! では生徒自身の考えに基づいた，ある程度のまとまった文章を書かせられる。
○ Part 1は20レッスン，Part 2は５レッスン，Part 3は３レッスンとなっており，４単位で指導できるように配慮されている。

	その他の工夫
・配慮
	＊ 視覚的に理解しやすく，生徒の興味を引く紙面構成になっているか。

＊ 段階を踏んで「文の作成から文章の作成へ」と進んでいけるよう配慮されているか。
＊ 自己表現活動に対する補助はなされているか。

＊ 指導書や周辺教材での工夫や配慮はなされているか。
	○ 写真・イラスト・図などが適切に配置されており，視覚的にわかりやすく，興味を引く内容になっている。 

○ Part 1ではセンテンス・ライティング，Part 2ではパラグラフ・ライティング，Part 3ではプレゼンテーション原稿の作成が学べる構成になっており，無理なく段階的に文章の作成へとつなげられる。
○ 巻末のWords & Phrasesには，自己表現活動に使える単語やフレーズが多数掲載されている。巻末にはGOAL!の作文例も示されており，生徒は取り組みやすい。
○ 指導書やCD-ROM，ワークブック，音声CDなどが用意されており，指導しやすい教科書である。

	総合所

見
	＊ 上記の観点から見た，この教科書の全体的・総合的な評価。
	○ 指導要領への対応，学習内容と分量，その他についても十分な配慮と工夫が見られる。指導時間数と生徒の現状に合わせた授業が無理なく進められる教科書である。


